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Ⅲ. 資料 
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１.「高校魅力化評価システム 2.0」診断結果チェックシート 
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R3 度高校魅力化評価システム 組織診断ポートフォリオ分析 
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[三菱 UFJリサーチ＆コンサルティング] 

 

■魅力化評価から見えること 

①明示的カリキュラムは３ヵ年で改良 

 →本年度卒業生の評価でも肯定的割合が上昇傾向 

②学びの土壌（非明示的カリキュラム）も良好な水準 

→全ての指標で他地域比で高位の状況 

③生徒の自己認識は総じて入学時から肯定的な割合が増加 

 →オグパワ７で見ても同様な傾向 

 →一方、「白い森人」に関する指標は伸びの傾向は確認できず 

④生徒の行動実績はコロナの影響が大きく評価困難か 

 →評価時期による影響大 

 

■課題認識 

「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」を進めながら、主に「白い森未来

探究学」の目標の見直しがされてきた（これは良いこと）。 

→並行して、高校ではスクールポリシー導入の要請、町での高校魅力化プロジェクト

の加速。 

→「地域との協働」は総論賛成だが、それぞれの取り組みは有機的につながっている

か。バラバラ感・孤軍奮闘感がないか。 

→「県・学校・町・地域住民」は目標を共有できているか。（それぞれの活動のつな

がりを意識できているか） 

→学校運営協議会は、この要になる。 

 

 

[小国高校内で実施したおぐパワアンケートの分析] 

（育てたい 7つの力の定着度を計る） 

■全体を通して 

1. 肯定的な回答が多い。ある程度の自己肯定感は持っている。 

2. 小規模校サミット、学校行事の教育的効果が高い。他の生徒や地域の方との交流の

中で力を伸ばしている。 

3. 苦手だと思っていることは、自分の思いを文章・プレゼンを通して伝えること、失

敗を恐れずに挑戦すること、自分の強みを見つけること、新しい価値を生み出すこ

との４つ。自己肯定感の向上と、失敗を受け止める安心安全の土壌づくりが必要。 

4. 2・3 年生については、苦手なことはあるものの、自身が成長しているという実感も

持っている。 
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■1 年生と 2・3年生で差が出たもの 

1. 「他の人の話を聞いて紙などまとめることができる」; 2・3 年生において否定的な

回答が多い。楽観的に見れば、ワークショップの数を重ねているからこその苦悩か。 

2. 「仲間と協力して物事を進めることができる」「地域の人と協力して物事を進める

ことができる」; 2・3 年生における肯定的な回答が多い。特に地域の人との協力に

ついては、2・3年生の 92%の生徒が自分の能力を肯定的に捉えている。 

3. 「道筋を立てて考えることができる」「課題や問題を解決するための方法を考え出

すことができる」; 2・3 年生における肯定的な回答が多い。白い森未来探究学や小

規模校サミットの成果か。 

4. 「課題を見つけることができる」「新しい価値を生み出すことができる」；2・3 年

生において「そう思う」と回答している生徒の割合が多い。こちらも白い森未来探

究学の実践の成果か。 

5. 「絶えず続ける力」；全体として 2・3 年生の方が肯定的な回答が多い。授業や小

規模校サミットなどにおいて、最後まで諦めずに目の前の課題に取り組んだ経験が

自信になっている。 
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２. 報道記事 

2021 年 4 月 5 日山形新聞 
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2021 年 4 月 8 日山形新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 87 

2021 年 4 月 14 日 読売新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年 6 月 16 日 山形新聞 
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2021 年 6 月 27 日 山形新聞 
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2021 年 7 月 27 日山形新聞 
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2021 年 8 月 7 日山形新聞 
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2021 年 10 月 5 日山形新聞 
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2021 年 10 月 24 日山形新聞 
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2021 年 11 月 12 日山形新聞 
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2021 年 11 月 19 日 山形新聞 
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2021 年 11 月 28 日 山形新聞 
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2021 年 12 月 2 日 山形新聞 
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2021 年 12 月 6 日 山形新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年 12 月 22 日 山形新聞 
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2022 年 1 月 5 日 河北新報社 
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2021 年 1 月 6 日山形新聞 

 
2022 年 1 月 9 日山形新聞 

 

2021 年 2 月 3 日山形新聞 
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2022 年 2 月 6 日山形新聞 
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2022 年 2 月 7 日山形新聞 
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2022 年 2 月 17 日山形新聞 
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2022 年 2 月 19 日山形新聞 
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２. 令和 3 年度「地域との協働による高等学校教育改革推進事業 全国サミット」 

発表資料 
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小国高校公認キャラクター おぐまん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


	（4済）研究開発実施状況報告書.pdf
	（5済）研究開発実施状況報告書.pdf

